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	【使用方法等】
	1.本品を包装容器から取り出す。CMCファイバーが充填されている
	シリンジのピストンの位置は動かさないこと。
	2.滅菌乳酸リンゲル液あるいは滅菌水を清潔な空容器に注ぐ。滅菌
	乳酸リンゲル液あるいは滅菌水を小さな空のシリンジの満量線
	まで吸引する。
	3.滅菌乳酸リンゲル液あるいは滅菌水を入れた小さなシリンジから空気を抜く。
	4.滅菌乳酸リンゲル液あるいは滅菌水を入れた小さなシリンジをCMCファイバーが充填されている20mLシリンジの上側に位置させ、2つのシリンジを垂直に配置し、確実に接続する。
	5.滅菌乳酸リンゲル液あるいは滅菌水を小さなシリンジからCMCファイバーが充填されているシリンジへ注入し、均一に混合するまで2つのシリンジ間を往復させる。（目安として、約10～15往復程度）。最終的に、小さなシリンジ内で混合を終了すること。
	6.2つのシリンジを取り外し、上記で調整された本品を含む小さなシリンジにカニューレを接続する。20mLシリンジは廃棄する。
	7.調整された本品を適用部位に注入する。
	8.最大の効果を得るために、手術部位及び粘膜を本品で覆うこと。
	9.最初の外来診療までは、低張食塩水（0.65%）で湿潤を保つこと。（高張食塩水あるいはバルブシリンジは使用しないこと）。
	10.本品は、通常溶解し鼻腔から排出されるが、溶解しなかったか、あるいは手術部位から排出しなかった残留物は、医師の判断に応じて洗浄または弱い吸引により取り除くことができる。
	【使用上の注意】
	1.重要な基本的注意
	2)滅菌乳酸リンゲル液あるいは滅菌水が少ないとより粘性が高く、滅菌乳酸リンゲル液あるいは滅菌水が多いとより粘性が低くなり、十分に機能を果たさない可能性がある。
	2.不具合・有害事象

